
公益財団法人田口福寿会夢奨学金支給規程 

（児童養護施設退所者等奨学金） 

 

（目的） 

第１条 この規程は、公益財団法人田口福寿会定款第４条の規定に基づき、児童養護施設

退所者等に対する奨学金（「田口福寿会夢奨学金」という。）の支給に関して定めること

を目的とする。 
 

（奨学金の対象者） 

第２条 田口福寿会夢奨学金（以下「奨学金」という。）の支給対象者は、次の第１号から

第３号までのすべてに該当する者または第４号に該当する者でなければならない。 

（１）岐阜県内の児童養護施設、児童自立支援施設、児童心理治療施設または自立援助

ホーム（以下「児童養護施設等」という。）に入所中またはこれらを退所した者もし

くは里親またはファミリーホーム（以下「里親等」という。）に委託中または委託を

解除された者であること 

 （２）国内の大学、短期大学または専修学校（以下「大学等」という。）に在学する者で

あること 

 （３）自立をめざし夢に向かって進む意欲のある者で、保護者等からの経済的支援が見

込まれず、学資の支弁が困難であること 

（４）岐阜県内の高等学校を卒業し、一般財団法人教育支援グローバル基金の行う「ジ

ャパン未来スカラーシップ・プログラム」に参加した者であって、（２）（３）のす

べてに該当する者であること 
 

（支給金額等） 

第３条 奨学金は、大学等入学一時金３００，０００円、月額奨学金８０，０００円とす 

る。 

２ 奨学金の支給期間は、正規の最短就学期間とする。ただし、前条第４号に該当する者 

については、大学等の２年次以降の正規の最短就学期間とする。 

３ 奨学金は、第９条に規定する場合を除き返還することを要しない。 
 

（申請手続き） 

第４条 奨学金の支給を受けようとする者は、次の申請書等を提出するものとする。ただ

し第２条第４号に該当する者に係る提出書類については、会長が別に定める。 

（１） 田口福寿会夢奨学金支給申請書 

（２） 児童養護施設等の施設長の推薦書又は里親等の推薦書 

（３） 高等学校の成績証明書 

（４） 住民票の写し 

 

（選考） 

第５条 奨学生の選考は、当財団の事業助成委員会による書類選考を経て、理事会におい



て内定者を定めるものとする。 

２ 前項の選考は、高等学校３年次の１１月末までに行う。ただし、第２条第４号に該当

する者についての選考は、大学等１年次の１１月末までに行う。 

３ 第１項の内定者が、大学等に入学し必要な手続きをした場合、奨学生として決定する

ものとする。 

 

（報告義務） 

第６条 奨学生は、毎年度終了後速やかに、学業成績表及び在学証明書（卒業の場合は卒

業証明書）を提出しなければならない。また奨学金受領後速やかに近況報告書を提出し

なければならない。 

２ 奨学生は、次の各号の一に該当する場合は、直ちに所定の方法で届け出しなければな

らない。 

 （１）退学または転学したとき 

 （２）停学その他の処分を受けたとき 

 （３）留年になったとき 

（４）休学または長期にわたり欠席するとき 
  

（奨学金の支給停止） 

第７条 奨学生が次の各号の一に該当する場合、会長は、事業助成委員会に諮り奨学金の

支給を停止することができる。 

 （１）休学または長期にわたり欠席するとき 

（２）留年になったとき 

（３）学業または素行の状況により奨学金の支給継続が適当でないと認められるとき 

２ 前項の規定により奨学金の支給を停止された者は、その理由が止んだときは、奨学金

の支給の復活を申請することができる。 
 

（奨学金の支給廃止） 

第８条 奨学生が次の各号の一に該当する場合、会長は、事業助成委員会に諮り奨学金の

支給を廃止することができる。 

（１） 退学したとき 

（２） 停学その他の処分を受けたとき 

（３） 学業成績または素行が不良と認められるとき 

（４） 奨学金を必要としない事由が生じたとき 

（５） 提出書類に虚偽があったとき 

（６） その他奨学生として適当でないと認められるとき 

 

（奨学金の返還） 

第９条 会長は、奨学生が前条の規定により奨学金の支給を廃止された場合、支給した奨

学金の全部または一部の返還を求めることができる。 
 



（委任） 

第１０条 この規程の施行について必要な事項は、会長が別に定める。 

 

附 則 

この規程は、平成３０年４月２４日から施行し、平成３１年度大学等入学者から適用す

る。 

附 則 

この規程は、２０１９年３月１２日から施行し、２０２０年度大学等入学者から適用す

る。ただし、第２条第４号に該当する者に関する改正部分は、２０２０年４月に大学等の

第２学年となる者から適用する。 

 

附 則 

この規程は、２０１９年４月２４日から施行し、２０２０年度大学等入学者から適用す

る。 

   

附 則 

この規程の一部改定は、２０２２年４月２０日から施行する。 

 

 附 則 

この規程の一部改定は、２０２３年６月１４日から施行し、２０２４年４月１日から適

用する。 

 


